地域再生の基軸としての観光 -岐阜県東濃地区・多治見市における観光を考える- by 水野 紀男 & 昭和女子大学国際学科
はじめに
景気が低迷する中で，地域の活性化を促す方策がどの自治体においても考えられている。地方都市
では駅前から中心街に通ずる中央通りでさえ，白昼は人通りがまばらである。かつての賑わいから見
放されて寂しい様相が日常化している。大型店が郊外に進出して旧来からあった商店街の顧客を街中
から奪っていく「郊外化」に起因するものもあるが，いわゆる定住人口のみの購買力に依存した経済
構造が主因となっており，これから脱却することが必要である。
今，我が国は観光立国推進による経済の活性化が行われており，地域の再生を観光力の増進により
成し遂げることが期待されている。岐阜県の多治見市は伝統産業である陶磁器工業の盛んな街であっ
た。名古屋への通勤圏に位置し定住人口は微増してはいるが，基幹産業が衰退していく中で観光産業
とリンクした新しい街づくりを模索しており，多治見の特徴を活かした産品のブランド化により，名
古屋圏の人々を対象とした日帰り観光客の誘致を図る戦略を打ち出している。
本稿では最初に東濃地区の観光動向を各種データから俯瞰し，多治見市の観光の概況を述べる。次
に現在の市の観光施策の推進状況を検証して課題を探る。これにより今後とるべき観光推進と展開方
法や観光需要の拡大戦略について考察する。
1.岐阜県東濃地区の概況
1－1 地勢図
東濃地区は，南に愛知県と境を接し，土
岐川沿いのなだらかな丘陵地からなる東濃
西部地域3市（多治見市，土岐市及び瑞浪市）
と，南に愛知県，東に長野県と境を接し，
中央部を木曽川が東西に貫流する中山間地
域である東濃東部地域2市（恵那市及び中
津川市）で構成されている。
1－2 面積人口産業構造
地区の面積は，1,562.8k㎡で，県全体の14.7％，人口は35万8千人で，県下の17.0％を占めてい
る（2009年1月現在）。東濃地区の産業別就業者数の割合は，第1次産業3.2％，第2次産業36.5％，
第3次産業59.8％で，県平均に比べて第2次産業の割合は高くなっている。西部地域は，伝統ある
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図1 岐阜県地図と東濃地区
美濃焼産地として古くから陶磁器関連産業が集積している。東部地域は，大手電機メーカー，製紙工
場の他，中津川中核工業団地，恵那テクノパーク等の工業団地に多種の先端企業等が進出するなど多
様な産業構造となってる。
1－3 交通
東濃地区の幹線交通網として，名古屋圏域へのアクセス機能の高いJR中央本線中央自動車道
国道19号国道363号が東西に整備されている。また，2005年3月には東海環状自動車道が開通し，
南北にも交通網が整備され，一層利便性が向上している。将来はリニア中央新幹線の開通に伴い，こ
の地区に駅が設置される予定である。
1－4 観光資源
東濃地区の観光資源は，西部地域にあっては，「志野」「織部」に代表される美濃焼の窯跡，陶磁器
展示館等が豊富にあり，また陶磁器産業の拠点として「セラミックパークMINO」がある。東部地
域は，裏木曽県立自然公園胞山県立自然公園恵那峡県立自然公園，岩村城址，岩村町（岩村本通
り）重要伝統的建造物群保存地区，中山道の旧宿場町，日本大正村など数多くの自然，歴史文化資源
に恵まれている。
1－5 観光客の動向
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表2 東濃地区 観光客実人数の推移（平成15年度～21年度） 単位:千人，％
年 度 日帰り客数 宿泊客数 観光客数合計 対前年比
平成15 5,332 490 5,821 －1.00
平成16 6,020 466 6,487 11.43
平成17 9,970 513 10,482 61.62
平成18 9,965 463 10,428 －0.53
平成19 10,524 436 10,961 5.11
平成20 11,533 432 11,965 9.20
平成21 11,629 491 12,120 1.30
各年度『岐阜県観光レクリエーション動態調査』より作成
表1 東濃地区の面積人口産業構造
面積（km2） 人口（人）
第1次産業 第2次産業 第3次産業
（人） （％） （人） （％） （人） （％）
多治見市 91.2 115,945 310 0.5 19,686 33.4 38,446 65.2
土 岐 市 116.0 61,622 537 2.6 6,496 31.9 13,224 59.1
瑞 浪 市 175.0 40,481 265 0.8 12,526 39.4 18,815 59.2
恵 那 市 504.2 55,601 2,737 6.4 17,470 41.0 22,372 52.5
中津川市 676.4 84,333 1,990 7.0 10,275 36.2 15,994 56.4
合 計 1,562.8 357,982 5,839 3.2 66,453 36.5 108,851 59.8
『データでみる県勢2009年版』より作成（人口は2008年3月31日現在 住民基本台帳，産業構造は平成17年度国勢調査による）
この地区への観光客数は平成16年度まで約600万人前後で推移していたが，平成17年度は東海環
状自動車道の開通や土岐プレミアムアウトレット（土岐市）がオープンしたことなどにより61％増
となり，年間1,000万人を超えた。特に土岐プレミアムアウトレットの開業，その後の増床による
買物客の増加（日帰り）が底上げを支えている。宿泊客数は50万人前後で全体のか4％程度である。
平成17年度は観光における消費総額603.1億円，そのうち日帰り消費額は497.3億円で82.4％を
占めている。
また1人当たり消費額は5,754円である。平成20年度は消費総額584.7億円と，平成17年度比
3.1％減少し，併せて1人当たり消費額も15.1％減少している。表3に見られるように平成17年度
以降の日帰り観光客の増大傾向に対して宿泊客が伸び悩み，消費額は全体の比率を下げている。
平成17年度，土岐プレミアムアウトレットが開業して以来，総観光客数に占める割合で買物が
45％前後で第1位，文化歴史，産業観光が11％～12％の構成比で続く。各種イベントも8％～9％
の集客力を占めている。
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表3 東濃地区 日帰り宿泊別消費額の推移（平成17年度～20年度） 単位:円，％
年 度
消 費 額 1人当たり消費額
日帰り 宿 泊 計 日帰り 宿 泊 計
平成17
49,738,636,191 10,572,029,129 60,310,665,320 4,989 20,622 5,754
     
平成18
50,404,433,914 9,568,518,114 59,972,952,028 5,058 20,645 5,751
1.3 －9.5 －0.6 1.3 0.1 －0.1
平成19
53,699,435,102 9,020,590,094 62,720,025,196 5,102 20,669 5,722
6.5 －5.8 4.5 0.2 0.1 0.5
平成20
50,480,747,817 7,997,338,925 58,478,086,742 4,377 18,518 4,887
－6.0 －11.4 －6.8 －14.3 －10.6 －14.6
『全国観光地観光客データブック2007年版』及び『2008年版』より作成，各年度下段は対前年増減比
表4 東濃地区 目的別観光客数の推移（平成18年度～20年度） 単位:人，％
年度 自 然 文化歴史 産業観光 スレ 温 泉 買 物 行祭事 イベント 合計
平成18
630,430 1,232,141 1,192,820 791,572 652,002 4,645,042 383,312 901,107 10,428,426
6.0 11.8 11.4 7.6 6.3 44.5 3.7 8.7 100.0
平成19
614,430 1,403,868 1,178,857 753,802 798,917 4,934,186 408,398 868,162 10,960,620
5.6 12.8 10.8 6.9 7.3 45.0 3.7 7.9 100.0
平成20
655,244 1,455,003 1,360,628 913,113 696,316 5,420,605 317,744 1,146,318 11,964,971
5.5 12.2 11.4 7.6 5.8 45.3 2.6 9.6 100.0
『全国観光地観光客データブック2008年版』より作成，スレはスポーツレクリエーション，各年度下段は構成比％
次に平成18年度の各種データから東濃地区の観光客の特徴を見る。
東濃地区の観光客は，県内45.5％，東海地方46.1％が示すように交通の利便性による日帰り圏か
らの来訪が90％を超えており，表2の日帰り客が観光客数合計の95.6％を占めていることと符合す
る。
家族66.9％，友人知人19.6％が示すように個人グループによる来訪が団体旅行2.9％を大き
く上回っている。
年齢別では，50歳代と60歳代で50％を超える。一方，20歳代10.2％，30歳代20.7％である。
2.多治見市の観光の概況
多治見は，岐阜県の東南部を流れる土岐川水系の盆地に位置する市である。古くから美濃焼の産地
として知られており，市内には由緒ある窯元や陶磁器に関する美術館，資料館，ギャラリーなどがあ
る。名古屋市の中心部まで電車で30分という利便性から，名古屋のベッドタウンとしての側面もあ
る。2006年1月23日に土岐郡笠原町を編入し，東濃5市の中で一番人口が多い。太平洋側気候内
陸性気候を併せ持ち，夏は蒸し暑く冬は寒いが降雪は少ない。2007年8月16日14時20分（JST）
に日本国内の最高気温となる40.9℃ を観測（同日に埼玉県熊谷市も40.9℃ を記録）した。また，2006
年には37℃以上を記録した日数が日本で最多ということもあり，「日本一暑い街」として話題を提供
している。
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表5 東濃地区 居住地別観光客数（平成18年度） 単位:人
県 内 東海地方 北陸地方 甲信越地方 関東地方 近畿地方 その他の地方 合 計
4,741,740 4,809,094 28,915 162,745 316,150 321,554 48,228 10,428,426
45.5％ 46.1％ 0.3％ 1.6％ 3.0％ 3.1％ 0.4％ 100.0％
『全国観光地観光客データブック2006年版』より作成
表6 東濃地区 同行者別観光客数（平成18年度） 単位:人
団体旅行 個人グループ
合 計地域
団体
職場
学校
募集
団体
小 計
家族と
知人友人
知人
友人
家 族
自分
ひとり
その他
150,364 116,095 33,316 299,775 491,820 2,044,811 6,974,447 581,554 36,019 10,428,426
1.4％ 1.1％ 0.3％ 2.9％ 4.7％ 19.6％ 66.9％ 5.6％ 0.3％ 100.0％
『全国観光地観光客データブック2008年版』より作成
表7 東濃地区 性別年齢別観光客数（平成18年度） 単位:人
男 女 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 合 計
5,557,006 4,871,420 152,093 1,060,150 2,162,977 173,903 2,848,963 2,464,440 10,428,426
53.3％ 46.7％ 1.5％ 10.2％ 20.7％ 1.7％ 27.3％ 23.6％ 100.0％
『全国観光地観光客データブック2008年版』より作成
2－1 交通
高速道路
●東京方面より 東名 →（豊田JCT）→ 東海環状道 → 土岐南多治見IC下車 約5時間
●大阪方面より 名神 →（小牧JCT）→ 中央道 → 多治見IC下車 約2時間30分
●高山白川郷金沢方面より 東海北陸道 →（関美濃JCT）→ 東海環状道 →（土岐JCT）→
中央道 → 多治見IC下車 約3時間
鉄道
●名古屋駅 → 多治見駅 JR中央本線 特急しなの約21分，セントラルライナー約26分，快速約
35分
2－2 産業構造
平成12年の域内総生産額は2,867億円を超え，岐阜県全体の約4％を占めている。
平成13年度の製造業出荷額は窯業土石製品の出荷額が413億円で全体（784億円）の52.7％を占
めており，地場産業である陶磁器産業の集積を示している。平成20年12月末の工業統計調査結果1）
によれば，窯業土石製品の出荷額は614億円で全体（1,222億円）の50.2％を占め第1位にある。
2－3 おもな観光資源
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表8 域内総生産額の推移 単位:百万円
平成2年（1990） 平成7年（1995） 平成12年（2000）
生産額 構成比 生産額 構成比 生産額 構成比
多治見市 262,628 4.0％ 274,251 3.9％ 286,744 3.9％
岐阜県 6,583,098 100％ 7,110,946 100％ 7,402,704 100％
http:/www.city.tajimi.gifu.jp/kenko-fukusi/h16houkokusyo/siryo-1.PDF（2010/07/11アクセス）
表9 多治見市製造業出荷額（平成13年度） 単位:万円
合 計 窯業土石製品 電気機械器具 輸送用機械器具 食料品製造業 パルプ紙紙加工品
7,840,243 4,132,274 540,602 496,898 479,507 386,579
100％ 52.7％ 6.9％ 6.3％ 6.1％ 4.9％
http:/www.city.tajimi.gifu.jp/kenko-fukusi/h16houkokusyo/siryo-1.PDF（2010/07/11アクセス）
神言会多治見修道院 虎渓山永保寺
以下，写真は全て多治見市観光協会
http:/www.city.tajimi.gifu.jp/sangyo-kanko/kankou/fun/bunkazai.html（2010/07/15アクセス）
神言会多治見修道院は荘厳なバロック建築やステンドグラスなど神秘的な空間です。修道院から山道を歩
くと虎渓山永保寺の美しい庭園にたどり着きます。（多治見市公式HPより。http:/www.city.tajimi.gifu.
jp/ 2010/07/15アクセス）
幸兵衛窯は，文化初年（1804年）初代加藤幸兵衛により，美濃
国市之倉郷にて開窯され，間もなく江戸城本丸，西御丸へ染付食器
を納める御用窯となりました。流麗精緻な染付の優品を手掛けた二
代，中国宣徳染付の研究に没頭した三代，名人気質の四代の後を受
けた，五代幸兵衛（1893～1982）は，青磁，金襴手，染付，赤絵，
天目など中国陶磁をはじめ，乾山，李朝など幅広い技法を駆使した
名品の数々を生み出し，幸兵衛窯の礎を築き上げました。（幸兵衛
窯HPより。漢数字はアラビア数字に改めた。http:/www.koubei-gama.co.jp/intro/index.html）
市之倉は日本最大の盃の産地として知られるスポット。平成
14年にオープンしたこの美術館では幕末～昭和にかけて市之
倉で作られた盃をはじめ，他産地の盃や変わり盃など1500点
が展示されている。館内にはさかづき展示室をはじめ8人の巨
匠の茶碗がディスプレイされた巨匠館，世界の酒器展示室，市
之倉の名工展示室などがあり，見ごたえ満点だ。なかでも地元
から生まれた人間国宝や巨匠の秀逸な作品は圧巻。また青銅器
やガラスなどの酒にちなんだ工芸品も美しく目を見張るものば
かり。一口に盃といっても，こんなに種類豊富でこんなに美し
く芸術的なものがあるのかと，あらためて感動する。（中日新聞
HP「ぶらっ人旅だより」より。http:/tabi.chunichi.co.jp/
local/ichinokura.html）
緑豊かな丘陵にある陶磁器文化のテーマパーク。建築家磯
崎新の設計になる自然を活かした広々とした敷地内には，近
現代の陶芸作品を国内外から収集した「岐阜県現代陶芸美術
館」とメッセ施設，作陶館の他，ショップ＆ギャラリー，茶
室などを備えた「オリベスクエア」などがある。
2－4 観光客数
平成18年度の延べ宿泊客数は毎月1万人前後，年間約11万5千人で東濃地区全体の24.8％を占
める。
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表10 多治見市月別宿泊客数（平成18年度）延べ人員 単位:人
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
7,717 7,623 10,573 10,291 10,204 8,590 10,015 10,839 10,049 10,891 9,633 8,675
『全国観光地観光客データブック2008年版』より作成
幸兵衛窯（多治見市観光協会）
市之倉さかづき美術館（http:/www.c-5.
ne.jp/~tajimi/ 2011/03/01アクセス）
セラミックパークMINO（http:/www.
c-5.ne.jp/~tajimi/ 2011/03/01アクセス）
2－5 アンケート調査に見る観光客動向
これまでに多治見市観光協会多治見市PRセンター等により実施された観光アンケート結果から
は多治見への訪問目的や魅力等について以下のようなことが明らかになっている。
（1） 多治見の観光アンケート
実施期間 2008年1月～10月
実施場所 多治見市PRセンター駅前案内所
回 答 数 269人
―54―
表11 多治見市内観光地点別観光客数（平成18年度）
単位:人
観光地点 観光客数 平成18年度の観光地点の観光客数は
①セラミックパークMINO，
②虎渓山永保寺，
③たじみ茶碗まつり（10月），
④多治見陶器まつり（4月），
⑤たじみ創造館
がベスト5である。
かさはら潮見の森公園 35,593
虎渓山永保寺 228,400
セラミックパークMINO 285,822
多治見修道院 102,300
たじみ創造館 159,023
市之倉さかづき美術館 53,133
岐阜県現代陶芸美術館 31,893
多治見陶器まつり 160,000
たじみ茶碗まつり 220,000
市制記念花火大会 100,000
ぎおん祭り 30,000
七夕祭り 20,000
みんなでてりゃあ夏まつり 80,000
『全国観光地観光客データブック
2008年版』より作成陶の里フェスティバル 30,000
表12 多治見へきた目的 単位:人
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 駅前 合計
観光 14 14 5 2 2 4 9 20 1 22 93
買物（普段の器） 10 19 7 3 1 1 3 10 1 8 63
買物（贈り物） 1 7 1 0 1 1 2 2 1 16
食事 7 5 3 0 1 1 1 1 1 20
イベント 5 3 0 0 2 3 2 1 16
作陶 1 1 3 0 0 5
仕事 3 2 0 1 1 2 9
その他 9 10 4 0 2 7 8 3 43
記入なし 2 2 4
アンケート欄に記入された意見
・作陶が出来るように内容の充実が必要。
例…土練り，成型，削りまで自分で作るこだわりの作陶体験。
1ヶ月窯元に滞在して，全工程を自分で作る作陶マイス
タープラン。
アンケート分析
・観光が35％。多治見＝観光地というイメージが定着している。
・2008年は暑さの報道の印象が強い。
・暑いのは窯焼きの町だから，暑いから
鰻が旨いなどのプラスのイメージの
PRが必要。
・セラミックパーク，オリベストリート
陶器まつり等，知名度は高い。
日本一暑い
うながっぱ
ウナギ屋が多い
美濃焼卸センター
岐阜県陶磁器資料館
セラミックパーク
オリベストリート
高田小名田
市之倉
陶器祭り
美濃焼の産地
修道院
永保寺
141
107
68
71
76
109
116
50
78
123
127
98
105
0 50 100 150
表13 多治見の知っているもの
単位:人
（2） 多治見の観光についてのアンケート
実施時期 2006年3月10日
回 答 数 480人
実施場所 名古屋市中区栄 中日ビル
このように多治見は陶磁器（美濃焼）の産地，永保寺などの名所での高い知名度を有するだけに，
名古屋圏を中心に日帰り観光客の誘致に対象を絞った宣伝が奏効すると思われる。
3.多治見市の観光政策
3－1 産業観光振興計画
平成20年度から，新しいまちづくりの計画（第6次多治見市総合計画）がスタートしている。第6
次総合計画は，・人が元気！ まちが元気！ 多治見・をキャッチフレーズとする平成20年度から
平成27年度までの8年間を計画期間とする。企画部企画課が総合計画を立案し，経済部産業観光課
など各関係部課署（図2参照）との連携のもとに執行される。
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表14 興味があるもの
・陶磁器に圧倒的魅力が注がれている。
・古い街並み，美術館博物館など伝統
と文化へのあこがれ。
・和菓子，花にも興味。
酒
ギャラリー
ウォーキング
木工品
陶芸体験
窯元
花
和菓子
美術館博物館
古い街並み
陶磁器
0 100 200 300 400
回答者数
表15 多治見の魅力
・陶磁器【美濃焼】のイメージは強い。
・歴史，文化がある。
・名古屋から近い。
・豊かな自然がある。
表14の興味が魅力に重なっているシ
ナジー効果。
図2 多治見市役所の組織機構略図
（平成21年4月1日現在）
経済部産業観光課は産業観光グループを中心に ・まちのにぎわいゆとり・を目指した「観光，人
が集まる仕組みづくり」という政策課題を遂行する。その主な職務は次のとおりである。
・観光振興に関すること。
・地場産業の振興に関すること。
・産業政策の調査研究及び企画に関すること。
・広域産業観光に関すること。
第6次総合計画は2つの基本理念として「1.活力ある多治見づくり」と「2.魅力ある多治見づく
り」を掲げ，おのおのに2つの基本目標を設定している。1.は①企業誘致による新たな活力の創出，
②事業者活力の創造と再生，2.は①多治見らしさを活かした観光の推進，②魅力ある美濃焼の提供
である。特に2.①の観光の推進では，基本施策として「日帰り観光の環境整備」「情報発信とPR」
を主軸に取り組んでいる。
3－2 観光政策の進捗状況の検証
基本施策としての「日帰り観光の環境整備」の計画立案を見ると，（1）魅力ある観光の創出は
①TV，雑誌等のメディアを媒体とした全国への観光情報の発信，②観光パンフレット「多治見じまん」
や「器とグルメ」を発行し観光物産展や観光イベントを通して配布，③観光ボランティアガイドの養
成による来訪者の満足向上，④美濃焼，永保寺，修道院など観光資源の紹介や自動車での観光案内，
観光パンフレット，ホームページの多言語化の推進による外国人観光客の誘致を促進，⑤各種全国大
会の積極的誘致などの具体的施策があげられる。
進捗状況は，①は平成21年度において東京や名古屋で観光PRプレゼンテーションが各1回開催
された。その他，観光情報の日刊紙掲載（5回），雑誌掲載（10回）。平成22年度は，情報提供会（東
京2回，大阪1回）に参加し，またJR東海広報誌『SHUPO（特別号）』等に情報掲載した。しかし，
メディアや雑誌等への登場回数を30回以上（年）とした計画には及んでいない。②は高田焼「黒千
代加セット」や高田焼「浅漬けボヲル」の開発が行われ，インターネットショッピング（楽天市場）
等で多治見市の魅力ある商品を販売している。③は新規ボランティアガイドを育成するため，その養
成講座を開催したり，研修会を2ヶ月に1回程度開催している。平成21年度は，ボランティアガイ
ドの実働回数が22回（4月～8月）となり着実な成果が現れている。今後さらに実働回数を増やし，
ホスピタリティあふれる案内による観光客のリピーター化が課題である。④は訪日外国人観光客にも
多治見市の観光魅力を訴求するため外国語（中国語ハングル英語）対応の観光ホームページを作成
中である。平成22年3月には古川市長が駐名古屋中国総領事を多治見に招待した。同総領事を虎渓
山永保寺（開祖の夢想疎石が中国に造詣が深く，廬山の虎渓をイメージして虎渓山と名付けた）や市之倉の
幸兵衛窯等を案内し，中国人観光客の誘致に積極姿勢を見せている。⑤は第17回環境自治体会議た
じみ会議（平成21年5月，参加者延べ3,000人）の開催，COP10（生物多様性条約第10回締約国会議 平
成22年10月，於:名古屋）やAPEC中小企業大臣会合（平成22年10月，於:岐阜）の開催に併せて誘
致活動を展開した。
また，（2）既存の観光資源を活用した観光の推進として，①「たじみ物語」本の製作，景観や施設
などにストーリー性を付加することによる新たな観光資源としての価値の創出，②「食」や「文化」
等の新たな観光資源の発掘による観光の充実，③市内の観光スポットと飲食店を巡るドライブコース
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の提案を，パンフレット，ホームページ，携帯サイトなどに掲載することによる日帰り観光客の増加，
④西浦焼や西浦庭園，旧老舗旅館などを活用した観光促進，などがあげられる。
これらの具体的施策の進捗状況は，①は著者である堀貞一郎氏の出版記念講話会（平成21年9月）
を機に関係先への配布販売を開始した。「たじみ物語」（『多治見ものがたり 魔法の鉛筆』余暇通信社）
に基づく新たな観光ルート等を開発してパンフレット化をめざしている。②は廿原
つづはら
ええのおブルーベ
リー狩りPR，平成21年7月，高田焼「黒千代加セット」等の販売開始（同年6月），多治見のキャ
ラクター「うながっぱ」2）（うながっぱまん，うながっぱパン）の紹介（同年8月），平成22年度は新多
治見みやげとして「多治見さくさくクッキー」を新発売（8月），その他多治見市観光協会新規開発商
品3件，民間等開発商品8件等を含めて広報たじみ，FM PiPi，新聞等へ情報提供している。③は
（1）の①と関連するが，平成21年度に岐阜県観光連盟との連携によりプレゼンテーションを東京2
回，大阪1回，名古屋2回，NEXCOで2回開催した。平成22年度は岐阜県との連携で情報提供事
業を東京3回，大阪で1回，さらに岐阜県観光連盟との連携により千葉1回，大阪で1回実施した。
その他，ドライブコースの提案は新規作成の観光パンフレットに掲載できるよう検討中である。車に
よる日帰り観光客の利便性を高めるためにも完成が急がれる。④は平成21年度に老舗料亭をリノベ
ーションしたKAWACHIYA3）がオープン，幸兵衛窯がミシュランの二つ星獲得等を各種プレゼン
テーションでPR，併せてFM PiPiにて観光情報を提供。平成22年度は，上記③と同時に観光施設
等のPR実施，また東濃ぐるりん観光事業4）による東濃ジパング（パンフレット）を活用したPRを展
開した。毎月第1金曜日，FM PiPiで観光情報の提供をしている。
以上，多治見市の観光を基軸とした再生プラン，観光促進の各施策の実施状況は計画に対して着実
な進捗状況を示している。なかでもマスコットキャラクター「うながっぱ」のTV，ラジオ，雑誌な
どのメディアへの露出がPRに一役買っている。2009年7月には「うながっぱ祭り2009」を開催し
たり，各地で開催されるキャラクターイベントにも参加して，うながっぱメニュー，グッズの新た
な開発を民間と協働して行うなど多治見市の観光施設等のPRをしている。
4.多治見市の観光促進に関する考察
4－1 多治見の強みは（SWOT分析）
多治見の強みを今一度認識するとともに，観光促進の主柱として活用する。
●暑さ日本一の街＝2007年8月16日14時20分（JST）には日本国内の最高気温となる40.9℃を観
測。多治見の知名度の上昇に一役買っている。
●陶磁器産業の街＝古墳時代後期から器に親しみ，陶磁器文化の首都として時代とともに栄えてきた
多治見。優しさの中に凜とした趣をみせる黄瀬戸，素朴ながらも気品に満ちた瀬戸黒，雪のような
白い肌に浮き出る炎の色が輝く志野，そして千利休の高弟古田織部のオリベイズムと呼ばれる自
由で斬新な発想が融け込んだ織部，これらの伝統的な陶器から耐熱食器，高強度食器などの現代陶
磁器のほかに，市之倉の盃，高田の徳利，笠原のタイル，滝呂の洋食器。
●名古屋中心部へ30分のアクセス＝中央線，東名高速道路，愛知県三河地方（豊田市）へのアクセス
の向上，東海環状自動車道と東名高速道路と豊田JCTで結合し，関東方面からの自動車による観
光客の誘致。
●観光名所イベント＝多治見修道院（日本三大修道院のひとつ），虎渓山永保寺，幸兵衛窯（ミシュラ
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ンガイドブック二つ星），多治見陶器まつり（4月），たじみ茶碗まつり（10月），市制記念花火大会（8
月），多治見まつり（11月）など。
4－2 多治見ブランドの形成
ブルーベリー（廿原の農産品），たじみあられ，三千盛（日本酒）など土産品のブランド化＝地域ブ
ランドが根付くためには，確かな品質に加えて，ストーリー性と独自性が必要であり，より地域的な
特徴が求められる。これには観光ガイドブック情報誌への掲載露出度を強化していくことが必要
である。
地域ブランドとしての美濃焼（織部志野タイル）の全国ブランド化を産業の視点（産業観光）と
文化の視点（陶芸:作陶芸術）で推進する。地球温暖化防止に資する外壁用クールアイランドタイル
や宇宙船用の耐熱タイル（セラミック）等の開発も進んでいる。各種イベント（陶器まつり，茶碗まつ
り，花火大会，多治見まつり等）のさらなる告知により交流人口の増大を図る。また，UターンIタ
ーンによる地元雇用の促進や観光Uターン制度を導入する。
4－3 産業観光の捉え方
産業観光は視覚効果として工場現場（生産ライン等）の見学や製品類の鑑賞があり，味覚効果とし
て工場での試飲試食（酒食品等）がある。さらに現場における体験効果（農耕漁業，作品制作等）
も期待される。しかし，何と言っても人間の知識欲に応える意味において学習効果が大きい。
従来の産業観光は，狭義において第2次産業における工場観光:自動車，酒造，食品等の生産工程
の見学型観光であった。また一方では，産業発展の歴史を物語る文化的価値の高い産業遺産工場遺
構等を観光資源とする産業遺産観光としての位置付けであった。この背景には「産業観光」が，歴史
的文化的価値の高い産業文化財を観光資源として位置付け，この資源に向けた観光客誘致のために
諸事業を展開することであると定義づけられてきたことがある。
―58―
図3 多治見の地域づくりと観光の相関図
しかし，新しい観光の考え方としてオルタナティブツーリズム（今ひとつの観光:グリーンツーリ
ズム，エコツーリズム，アグリツーリズム等）やサステイナブルツーリズム（持続可能な観光）が求めら
れているが，産業観光はこれに応えられる手法の一つである。
第1次産業における農業観光:果実狩り（梨，いちご，りんご等），林業観光:森林浴，漁業観光:地
引網等は気軽な体験型観光であり，広義の産業観光として位置付けられるものであるが，さらにオル
タナティブツーリズムの視点から重要性が増してくると思われる。
少子高齢社会における観光のあり方を考える時，余暇と経済的余裕を恣にすることができる高齢者
の増加に注目しなければならない。これらの元気な高齢者を観光行動に導くものは，長期滞在が可能
であり，多様な体験が可能であり，しかも学習のニーズが満たされる観光地の存在である。高齢者を
対象とする滞在型体験型学習型の産業観光が今後の新たな潮流となろう。
4－3－1 多治見における産業観光の課題
産業観光を推進するには広域的展開が必要である。交通機関の発達，特に高速化の進展とさらには
情報通信技術の革新により，人々の行動範囲の広がりが著しい。観光でも日帰り圏，宿泊行動圏も
広がってきている。域内の観光協会，観光連盟などと協力してその区域にこだわらず，観光客のニー
ズの再発見再確認による，横断的活動の展開が必要である。
（1） 陶磁器産業:東濃3市（多治見土岐瑞浪），瀬戸，半田，常滑etc.との連携
・電気窯など近代的な生産工程への移行に伴って，市内各所に残された赤レンガ造りの煙突，登り
窯などの昔からの窯跡などを保存
・タイル焼成のトンネル窯（笠原地区）の保存
・窯業原料（はい土）製造工程の歴史的変遷の展示:水車を原動力として陶土を詰めたボールミル
を回転させ，液状化した陶土を自然乾燥させ粉状（石粉）にし，これをりあげて各種製品の原
料に加工する工程。現在は，液状化した原料をスプレー方式で一瞬の間に粉状にするのが一般的
になった。笠原地区（一部，土岐市妻木町）にはこのような工場が多くある。もともと粉じんが出
る工程のため，部外者の見学には不向きかもしれないが，不況のりでフル稼働していない施設
を見学用に検討（事業主との協議）することも課題であろう。
以上のような産業遺構が残されていれば修復し，展示公開するとよい。これは，地元で実際に従
事した人々の郷愁をも喚起する効果をもつであろう。
また，・やきもの街道・（本町オリベストリート，市之倉オリベストリート，高田小名田オリベストリー
ト）や ・歴史街道・（旧中山道）との連結による相乗効果を高めるために，東濃地区の広域連携が必要
である。その他，資料館博物館（岐阜陶磁器資料館，セラミックパークMINO等）との協同企画や
「ぎふ東濃アートツーリズムプロジェクト」
5）の推進が望まれる。
（2） 農業の視点で捉えた産業観光
小泉姫笠原地区等，農業従事者はかつては比較的多かったと思われる。農作業に使われる器具
の変遷をたどった博物館の構想もユニークであろう。農家の倉庫に眠ったままの器具機械類を調達
できれば実現できそうである。
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4－4 観光需要の拡大戦略
観光需要の拡大は，現在の観光資源を新たな市場（需要層）に展開し，なおかつ新たな観光資源の
開発により現在の市場に投入していくことが必要である。前掲のアンケート調査で見られたように美
濃焼や永保寺等の既存の観光資源は東濃地区や名古屋圏にほぼ浸透している。さらに観光客を流入さ
せ関連需要を拡大するためには，既存市場に陶磁器製造工程の跡地（窯跡）見学や作陶の体験を入れ
た産業観光の魅力を訴求する。併せて，「器」と「食」を一体化させたグルメの追求も多治見の強み
である。
新規市場として，より拡大した名古屋圏と共に東海3県，近畿，関東に広め，同時に訪日外国人観
光客も対象とする。そのための関連製品のブランド化が不可欠である（図4参照）。
おわりに
東濃地区の総観光客は平成18年度1,042万人，そのうち宿泊客は46.3万人（4.4％），平成21年度
1,212万人，そのうち宿泊客49.1万人（4.0％）と総観光客は16.3％と増加しているものの宿泊客は伸
び悩んでいる。東濃の拠点である多治見市においても同様であり，今後の観光戦略において日帰り客
を対象とした地域戦略を貫くことが必要である。基本施策として「日帰り観光の環境整備」や「情報
発信とPR」が実施されているが，これらの施策の達成状況と所期効果の差異分析をして旅客動向に
応じた調整及び受け入れ諸機関との連携の円滑化を推進することが必要である。
アンケートからも窺えるように既存の観光資源に対する認知度は既存市場（東濃地区，名古屋圏）に
おいて高いことから，さらに市場圏をその近隣地区に拡大していくための宣伝活動を活発化する。
―60―
今ある観光資源 新たな観光資源
現
在
の
市
場
① 市場への浸透 ② 資源の拡大（再発見開発）
・虎渓山永保寺
・修道院
・美濃焼産地
・陶器まつり
・セラミックパーク
・オリベストリート
（東濃名古屋圏）
・産業観光
工場（跡地遺構）見学，
作陶
・ミュージアム
・グルメ（器と食の一体化）
・うながっぱ（キャラクター産業）
既存市場における需要の拡大（メディ
アの露出度アップ）
現在の市場で既存資源を見直す既存
サービスの拡大
今
後
の
市
場
③ 市場の拡大 ④ 資源と市場の多層化
日帰り観光圏の拡大
・ブランドネームの浸透
（東海3県近畿関東）
・複合型観光資源の活用
・新たなブランドの開発
・サービスとホスピタリティの強化
既存観光資源を新しい市場に適用する
（新たな需要層の開拓:訪日外国人観光客）
ハードソフトヒューマンの一体化
による相乗効果を高める
注:観光資源とはハード，ソフト，またそれらの複合型を意味する。
図4 多治見の観光拡大戦略図
観光戦略
そして，なおかつ新たに観光資源を開発しブランド化することにより相乗効果が期待される。多治
見市の強みを今一度想起すると，①陶磁器（美濃焼の産地），②交通の利便性，③歴史と文化などの視
点と最近の「日本一暑い街」の知名度を組み合わせた観光促進活動を一体化させることである。
交通の大動脈である中央線と中央自動車道や東海環状自動車道の利用による観光客の誘引が背景と
なっているが，東濃地区における広域連携が必要なことは言うまでもない。特に土岐プレミアムア
ウトレットの買物客や道の駅の整備により，自動車利用者をその前後に市内へ流入させる施策が重要
である。
将来的にはリニア新幹線の東濃地区における新駅の開設も期待されるだけに，交流人口が鉄道や高
速自動車道の利用により増え，関東地区まで日帰り圏に組み入れるのに合わせた受け入れ体制の整備
が必要であろう。
注引用文献
1）『多治見市制70周年記念市勢要覧』p.27，多治見市役所企画部企画課，2010年8月
2） 多治見が2007年8月16日，40.9℃を記録して日本一暑い街となった。これを機に同市の名物である ・う
なぎ・と同市に伝説が残る ・かっぱ・を合わせてデザインされた同市のマスコットキャラクター。
3） 明治から当地の高級料亭として名高い「川地家」を婚礼に必要な施設を備えたウェディングステージとして
改装。
4） 東濃5市（多治見市土岐市瑞浪市恵那市中津川市）で 地域活性化事業として行われていた「東濃
ぐるりん観光事業」。
5） 東濃5市において，結成されたアートツーリズムによるミュージアムマーケティングの推進プロジェクト。
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